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1． はじめに

近年，土木遺産や産業遺産，さらには工場などの生産
産業施設（ここでは以下，近代化遺産と総称する1））を
地域活性の資源と認識し，その保全や活用への取組みと
して，たとえば観光での活用が試みられるようになって
きた。このことには，土木学会選奨土木遺産制度の創
設，文化財保護法の改正による近代化遺産の文化財指定
や文化財登録制度の導入，経済産業省あるいは北海道な
どによる近代化遺産等の評価や地域づくり活用施策など
が大きな影響を与えている。
しかしながら，それらに対する社会的な関心や利活用

は，構造物，施設・設備などの単体を対象としたものが
中心であることはいなめない。また，それらに対する評
価の視点も単体での評価から脱しきれていない2)。土木遺
産や産業遺産，生産産業施設を地域資源として利活用す
るためには，それらが本来有している，個々の要素を組
み合わせることで機能を発揮させるシステムへの着目を
欠くことはできない。さらに，要素間のつながりや線
的，面的な広がりを評価し，保全や活用の取組みを行う
ことは，単体では評価が低くなる遺産についても，重要
な位置づけが改めて確認されることとなる。そのこと
は，物語を重視した地域づくりにおいて貴重な地域資源
となることを意味する。
以上より，従来の単体評価のみではなく，システムへ

の着目および物語からの評価を付加する，土木遺産およ
び近代化遺産（含む生産産業施設）の評価について試行
的な考察を行ったので報告する。

２． システムとして評価が必要な近代化遺産

（１）従来の遺産評価とその課題
近代化遺産については，技術，意匠，系譜の側面から

評価されてきた。しかしながら，施設や構造物への関心
のみであるならば，意匠や規模，技術的優位性など単体
としての評価が中心となり，近代化遺産におけるシステ
ム性についての検討3)は十分に行われず，特別な技術が投
下されない，意匠的な特徴，創意が施されていないもの
は相対的に低い評価となり，その後の利活用対象ともな
りにくくなる。
ギネスブック的な評価は一時的な関心を集めるもの

の，息の長い地道な地域づくりに貢献するとは言い難
い。たとえば，「（当時）日本で一番」あるいは「東洋
一」などの一見するとわかりやすいが本質を十分説明で
きていない言葉が先行し，そのことだけに関心が向けら

れることは，消費的な利活用ともなりうる。そのため，
地元学などの地域住民の主体的な地域資源掘り起こしや
学習活動とかい離し，結果として地域づくりにはつなが
らないことが多くなると考えられる。
さらに，近代化遺産を技術の継承あるいは新技術開発

への何らかの教材として活用するならば，近代以降の工
学技術の特性からしても，対象をシステムとして評価
し，理解できるような取組みが不可欠である。

（２）近代化遺産のシステム性へのまなざし
近代化遺産をシステムとしてみる視点について，筆者

らは文化的景観の概念とあわせて考察を行ってきた4)。こ
のシステムとしてみることについては「一構え」という
言葉での説明も行われている。
北海道教育委員会がまとめた「北海道における近代化

遺産総合調査報告書（1995年）」では，北海道の近代化
遺産の特徴を「一構え」にあると以下のように指摘して
いる。
「……北海道の近代化遺産を見ようとするとき，近代

の北海道は，いわば日本の「内国植民地」として開発さ
れ，発展を遂げてきたという事情から，とりわけこれに
類するものが多いように思われる。（略）北海道の場
合，農業，水産業，工業，工業を問わず，とりわけ大規
模な「一構え」の近代化遺産の発達が著しいように思わ
れる。」
同報告書は，「一構え」の事例としてニシン漁（水産

業）を説明している。
「……これらの建築物と作業スペースを有機的に結び

つけることによって明治中期には4場所を所有し，14ケ
統の建網を営み，１万石に達する田中福松家のニシン漁
業は成り立っていたのである。その意味において，これ
らのニシン番屋を中心とする一連の建築物群は，まさに
北海道を代表する「一構え」の近代化遺産というべきで
あろう。」
規模の大きさ，生産と直結していることがシステム性

の確保につながることから，近代化遺産の「一構え」で
の保存の難しさを石炭鉱業を例に，以下の説明を行い，
調査と記録の必要性を訴えて結んでいる。
「……石炭の生産から選炭を経て商品化されるまでの

一連の行程は，極めて大規模な機械類を必要とするもの
が多く，それ故に，閉山後の産炭地自治体では，その保
存対策に苦慮しているところが多いのも事実である
（略）「一構え」の近代化遺産として石炭鉱業の全生産
システムの全容をわずかながらも知りえる施設として
は，当初は教育用として整備された「模擬坑道」を有す
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システム・
物語 選奨土木遺産名 選奨理由 システム性・物語に着目した記述評価

水 力 発 電
に み ら れ
る 要 素 的
施 設 ・ 構
造 物 の シ
ステム性

雨竜発電所

我が国初の地下式発電所
でその巧みな発電計画に
より北海道の電力供給の
中核を担っている昭和初
期を代表する電力土木構
造物

　 雨竜発電所は，雨竜ダム堤体のみが評価されたものではない。雨竜
川上流の交通が極めて不便で，冬期の寒冷厳しくまた積雪も多い地点
での本格的なコンクリートダムを柱状工法で建設したことや地下式発
電所の建設は，北海道におけるダム建設技術史上たしかに評価される
ことではある。
　 しかしながら，雨竜発電所は戦後の水力発電整備のようにハイダム
を建設するのではなかった。新技術の導入，開発という点からも耳目
を集めるというものではない。比較的小型の堰堤をつくり，出きるだ
け広い湛水面積を確保し，落差が確保できる天塩川に放流することで
大きな発電量を確保するという計画がなされた。ダム堤体そのもので
は規模，技術的特性の評価は目を引きつけるものではないが，ダム堤
体，土堰堤，地下発電所などを組み合わせて発電システムとしてみる
と，極めて巧みな計画がなされていることがはっきりとわかり，現在
に至るまで北海道内の電力供給に貢献してきたことがわかる。

水 力 発 電
に み ら れ
る 要 素 的
施 設 ・ 構
造 物 の シ
ステム性

千歳川の王子製
紙水力発電
施設群

北海道における水力電力
開発黎明期を代表する現
役稼働の水力発電施設
群。新聞用紙等の国産供
給力の質と量の飛躍的向
上を支えた

　支笏湖を大きな貯水池に見立て，そこから流れ出る千歳川の豊富な
水量と落差によって水力発電を行い，需要が急増していた新聞用紙の
生産に必要な安定した質の高い電力供給のために建設された一連の発
電施設群が千歳川である。第一堰堤は扶壁が設けられた石積みのもの
であり，また，第一発電所は煉瓦造の大規模建屋によることから，そ
れぞれ歴史的な建造物として単体としての評価も高い。
　さらに，第二発電所以下第五発電所に至るまでの堰堤，発電建屋の
巧みな配置によって，千歳川の水力を余すことなく発電に用いるシス
テム性は高く評価される。

鉄 道 に み
ら れ る 要
素 的 施
設 ・ 構 造
物 の シス
テム性

狩勝峠鉄道
施設群

北海道の東西を結ぶ根室
本線の開通時に建造され
た鉄道施設遺構群。山裾
に沿ったＳ字曲線の大型
築堤，隧道，煉瓦造の橋
梁からなる

　 1907（明治40）年，北海道東部と西部を分ける狩勝峠を越える鉄
道路線の開通により，北海道東部の開発は輸送路を確保したことによ
りいっそうの発展が見込まれることとなった。鉄道の開通は北海道内
陸の交通基軸が形作られたことだけではなく，北海道東部が小樽およ
び小樽港を通じて世界市場とつながったことも意味する。
　 しかしながらこの山岳越えの鉄道建設は造山活動による日高山脈を
越えるもので，急峻な山岳に対して建設コストと工期を節約し，その
一方で北海道の幹線としての役割を担うための線形の確保が課題で
あった。
　その結果，最急勾配1,000分の25の勾配と，最小半径180ｍの曲線
が連続する路線となり，隧道が２箇所建設され，土工量の大きなＳ字
型カーブの大築堤が建設された。さらに狩勝峠にはスイッチバック方
式の信号場も設けられた。これらの要素が互いに機能しあい，1966
（昭和41）年まで半世紀以上北海道の東西連絡を担ってきた。

鉄 道 に み
ら れ る 要
素 的 施
設 ・ 構 造
物 の シス
テム性

狩勝信号場跡

北海道東西連絡の要衝狩
勝峠に設置された，ス
イッチバック方式の信号
場跡。築堤，レンガ・石
造アーチ橋などが残り往
時の技術を伝えることが
高く評価される

　 1907（明治40）年，北海道東部と西部を分ける狩勝峠を越える鉄
道路線の開通により，北海道東部の開発は輸送路を確保したことによ
りいっそうの発展が見込まれることとなった。鉄道の開通は北海道内
陸の交通基軸が形作られたことだけではなく，北海道東部が小樽およ
び小樽港を通じて世界市場とつながったことも意味する。
　 しかしながらこの山岳越えの鉄道建設は造山活動による日高山脈を
越えるもので，急峻な山岳に対して建設コストと工期を節約し，その
一方で北海道の幹線としての役割を担うための線形の確保が課題で
あった。
　その結果，最急勾配1,000分の25の勾配と，最小半径180ｍの曲線
が連続する路線となり，隧道が２箇所建設され，土工量の大きなＳ字
型カーブの大築堤が建設された。さらに狩勝峠にはスイッチバック方
式の信号場も設けられた。これらの要素が互いに機能しあい，1966
（昭和41）年まで半世紀以上北海道の東西連絡を担ってきた。

港 湾 施 設
に み ら れ
る 要 素 的
施 設 ・ 構
造 物 に お
ける 関 係
性と物語

留萌港南防波堤

激浪による稀有の難工事
と堤体の移動や改修の歴
史を示しながら、港湾と
都市を守り続ける初期の
重力式ケーソン構造の外
洋防波堤

　 北海道北西部日本海側において，小樽港と並び内陸物資の移・輸入
出の重要な役割を担う留萌港は明治20年代より調査や計画がなさ
れ，1910(明治43)年に築港工事が始った。その最初に着手した重力
式ケーソン構造の外洋防波堤が留萌港南防波堤である。
　ケーソン構造では小樽港島防波堤，南防波堤とほぼ同時期であり，
わが国でも初期の施工による。留萌港でも小樽港におけるケーソン製
作の技術的経験をもとに，斜路式のケーソンヤードでの政策が行われ
たが，冬季間の気象条件が極めて厳しいことから，工事休止やヤード
への土砂堆積などがあり，小樽港でケーソンを製作，およそ100キロ
あまりの海上輸送を行い防波堤は完成した。システムとしての機能性
ではないが，二つの土木遺産の間には強い関係性があり，技術の発達
とその適用，さらに環境条件にあわせて新たな技術的創意工夫を行う
ことなど一連性の物語を強く持っている。別々に選奨された土木遺産
であるが一連の物語性をみるとさらに総合した評価が可能となる。

港 湾 施 設
に み ら れ
る 要 素 的
施 設 ・ 構
造 物 に お
ける 関 係
性と物語

小樽港斜路式
ケーソン製作
ヤード

滑り台方式でケーソンを
進水させた世界初の施設
であり、ケーソン技術の
適応範囲を広げ、わが国
近代港湾の発展に貢献し
た

　 北海道北西部日本海側において，小樽港と並び内陸物資の移・輸入
出の重要な役割を担う留萌港は明治20年代より調査や計画がなさ
れ，1910(明治43)年に築港工事が始った。その最初に着手した重力
式ケーソン構造の外洋防波堤が留萌港南防波堤である。
　ケーソン構造では小樽港島防波堤，南防波堤とほぼ同時期であり，
わが国でも初期の施工による。留萌港でも小樽港におけるケーソン製
作の技術的経験をもとに，斜路式のケーソンヤードでの政策が行われ
たが，冬季間の気象条件が極めて厳しいことから，工事休止やヤード
への土砂堆積などがあり，小樽港でケーソンを製作，およそ100キロ
あまりの海上輸送を行い防波堤は完成した。システムとしての機能性
ではないが，二つの土木遺産の間には強い関係性があり，技術の発達
とその適用，さらに環境条件にあわせて新たな技術的創意工夫を行う
ことなど一連性の物語を強く持っている。別々に選奨された土木遺産
であるが一連の物語性をみるとさらに総合した評価が可能となる。

表1　北海道内の選奨土木遺産に対するシステム性・物語に着目した記述評価

平成22年度　土木学会北海道支部　論文報告集　第67号



る夕張市石炭博物館しか存在しない，といっても過言で
はないであろう。……」

（３） 文化財保護政策にみるシステムへの着目
　2001（平成13）年，文化審議会文化財分科会は，「文
化財の保存・活用の新たな展開―文化遺産を未来に生か
すために―」を報告した。この報告では，従来の文化財
を含む「文化遺産」の概念を明示し，文化財の周辺環
境・文化的景観・近代の文化遺産・総合的な把握・緩や
かな保護手法の導入などの視点を提示しているが，特に
「一定の地域内に所在し相互に関連性を有する文化財で
個々の文化財の価値が一定基準に達しないが総体として
は重要であるものについては･･･その総体を一括して把握
し保護の対象とする」5)と，従来の「点」から「線」
「面」そして関連性を有するものは総体として保護する
べきと，システムとしての評価が必要という重要な指摘
を行っている。

３． 北海道内の選奨土木遺産を対象としたシステムお
よび物語に着目した評価

（１）北海道内の選奨土木遺産
土木学会による選奨土木遺産制度は，2000（平成

12）年度から始り，2010（平成22）年には11回を数え
るに至った。この間北海道からは，小樽港北防波堤，石
狩川捷水路，旭橋，函館創設水道施設など，北海道開発
に貢献した土木施設や構造物が，現用のあるなしにかか
わらず，現在までに23件が選奨されてきた。これらのな
かには群として選奨されるなど，システムにも注目がな
され評価された遺産がいくつか見られる。

（２）システムも含めて評価された土木遺産
北海道内で選奨された土木遺産は，橋梁，河川，鉄

道，水道，港湾に関する施設が幅広く選奨されている。
それらの施設，構造物は技術や意匠の面からの評価だけ
ではなく，それぞれの施設・構造物が要素となり，全体
としての機能性の高さ，システムとしての完成度なども
加えて評価がなされた遺産もあり，それらには「群」と
いう名称がついている場合がある。

（３）システムおよび物語に着目した評価
たとえば，狩勝峠鉄道施設群として選奨された隧道，

橋梁，築堤は，それぞれ技術や意匠，系譜からそれぞれ
単体として評価されるものである。しかし，本州におけ
る同時期以前の構造物と比べると，意匠面などで相対的
な評価は低くなる。しかし，北海道東西連絡交通を支え
る鉄道施設群として，システムおよび物語から評価を行
うと，一つ一つの要素は，生成りの評価に加えた新たな
価値が見いだされてくる。
前頁の表１は，北海道内の選奨土木遺産のいくつかを

対象にシステムおよび物語の面から記述的な評価を試行
的に行った一部分である。

４．知人貯炭場のコンクリート鉄道橋とその評価試行

（１）知人駅のコンクリート高架桟橋と評価
①　知人駅のコンクリート高架桟橋
釧路港の釧路川河口南側の知人地区には現在，およそ

23万トン規模の貯炭場がある。そこには，第二次世界大
戦前に建設された２橋の三径間ラーメン桁のコンクリー
ト高架橋（高架桟橋）が架設されており，石炭貨車から
の荷役が行われている（写真１）。また，その諸元を表
２に示す。
②　高架桟橋の評価
このコンクリート橋梁は，①昭和戦前期に建設されて

から60年にわたり現役で使用されていること，②初期の
三径間ラーメン桁であること，③道東の気候と海岸部と
いう厳しい環境において長期にわたり供用されているな
どの技術的特性に加え，かつて，北海道各地の港湾で見
ることができた鉄道貨車による石炭荷役という産業景観
が残されており，視点場からの俯瞰によって追体験が出
きることなどが評価点である。

（２） コンクリート高架桟橋に対するシステムおよび物
語からの評価

①　システムおよび物語からの評価
　 この高架桟橋そのものは技術，意匠などから十分評価
されるものであるが，釧路における石炭輸送の要所を担
う構造物として見直すならば，まさに「石炭の生産から

名　称 第一石炭桟橋 第二石炭桟橋

橋　長 158m92 132m17

材　質 鉄筋コンクリート 鉄筋コンクリート

形　式 三径間ラーメン桁
吊桁

三径間ラーメン桁
吊桁

竣　工 1939（昭和14）年 1942（昭和17）年，
1952年増設

管理者 太平洋石炭販売輸送
株式会社

太平洋石炭販売輸送
株式会社

写真１　知人駅構内の石炭桟橋

表２　知人駅構内の石炭桟橋諸元
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選炭を経て商品化されるまでの一連の行
程（北海道における近代化遺産総合調査
報告書）」の重要な要素であり，他の施
設・設備，構造物とあわせたシステムお
よび物語からの評価によって，技術面だ
けではない多面的な価値付けも可能とな
る。さらに，炭礦に関連した諸施設，構
造物の評価も個々別々ではなく，システ
ムとしてとらえることで，新たな評価
と，今後の利活用の検討が可能となると
考えられる。
②　釧路における石炭産業
　 1920（大正９）年に合併により設立
された太平洋炭礦は第二次世界大戦後は
釧路市街に近接した春採坑を中心に太平
洋の海底で採炭を行い，坑内条件が適し
ていたことからわが国でも先進的な機械
化採炭が導入され，高い技術を誇り，
2002（平成14）年の閉山時には国内唯一の坑内採炭の炭
礦として操業を続けた。閉山後は地元経済界の働きかけ
で釧路コールマイン株式会社が設立され，アジアを中心
とした海外産炭国への技術支援を行う国内唯一の坑内採
炭を行っている炭鉱が操業している6)。
③　石炭産業の要素的施設・構造物の配置
　 釧路コールマインは火力発電などに用いられる純一般
炭を年間およそ55万トン生産している。
　 採掘された石炭は，釧路市街地東部にある斜坑よりベ
ルトコンベヤによって運び出され，春採湖畔の選炭工場
で製品化されている。選炭工場からは運炭鉄道により貯
炭場まで輸送され船積みされる。
　実際に石炭が生産されているために， 坑内での採掘，
地上への搬出，選炭，運搬，船積と石炭産業の生産行程
が一構えとしてあり，さらに，釧路市街地内にコンパク
トに各施設（要素）が存在している。（図１）
④　釧路における石炭産業施設・構造物の特徴
　 釧路における石炭産業施設・構造物の配置をみると，
市街地に存在していること，地形の高低差があることか
ら，多数の視点場が存在していることがわかる。このこ
とは，釧路の石炭産業施設を土木遺産，近代化遺産とし
て評価するにあたり極めて特徴的な部分といえよう。
　 たとえば，産業観光などを展開するにあたり，移動距
離，時間の節約ができ，たとえば地域住民によるソフト
面での活動などにおいても人的資源の確保なども行いや
すく，さらに，市内の各施設との連携も図りやすいな
ど，極めて有利な条件にある。
　 今回土木遺産として知人駅のコンクリート高架桟橋に
対して土木遺産としての評価を試み，さらにシステムか
らの評価視点を指摘したが，釧路の石炭産業の各構成要
素個々の評価とシステム性および物語の評価が今後の課
題である。

５．まとめ
　 第二次世界大戦後，北海道は，食糧不足解消，人口吸
収の場としてその開発に期待がなされた。1950（昭和
25）年に制定された北海道開発法のもと，北海道総合開
発計画が策定。国家的な開発プロジェクトが遂行され，
電力や用水などの資源確保，また北海道各地において農
地や工業用地の整備，港湾や道路など交通社会資本の整
備などが進められてきた。それらを北海道の開発遺産と
して改めて評価する場合，個々の技術的な評価にあわせ
て，システム，物語の視点が不可欠になると考えられ
る。今後も引き続き，システムおよび物語という視点か
らの評価のあり方や試行に取組んでみたい。

1)  「遺産」からは現用を解かれた施設・構造物が想起されるが
ここでは現用の有無にかかわらず長い年月を経た土木や産業
にかかわる施設・構造物などを総称して用いる。

2) 経済産業省による「近代化産業遺産群」は，物語性に着目を
し，産業遺産一つ一つの関係性や系譜などをもとにした物語
に着目をしている点，新たな評価視点を与えている。しかし
ながら，産業の区分でマクロ的にくくっていることから，近
代の産業発達について産業遺産から概要をたどることは可能
であるが，必ずしも「一構え＝システム」として物語ができ
あがっているとは限らない。

3)  近代化遺産にかぎらず近代以前の土木遺産，産業遺産もシス
テムとして機能しているものが大部分であると考えたほうが
より実際に則している。

4) 今　尚之，原口征人，文化的景観としての土木遺産に関する
考察寒地シンポジウム，第20回寒地シンポジウム報告，北海
道開発技術センター，2004

5)  文化財の保存・活用の新たな展開―文化遺産を未来に生かす
ために―，文化審議会文化財分科会，2001

6) 釧 路 産 炭 地 域 総 合 発 展 機 構 H P ， h t t p : / /
www.santankushiro.com/town/history_kushiroshi.html

知人貯炭場

沈殿池

春採駅

選炭工場

ベルトコンベヤ

斜坑坑口

図１　釧路市内の石炭産業施設等
国土地理院５万分の１地形図「釧路（1973）」に加筆
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